
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青葉区と東急グループは、大規模災害における行政の物資輸送の補完を想定し、避難所まで物資を届け

る演習を行います。また、この演習に合わせて、防災イベント「防災パーク in たまプラーザ」を開催し

ます。イベントを通じて、「自助～自らの身は自分で守る意識～」と「共助～災害時の助け合いの精神～」

の大切さを区民の皆様とともに学びます。  

なお、本検証は国土交通省主催の災害支援物資の海上輸送演習の機会を活用した取組となっています。 

 

１ 災害支援物資輸送演習の概要 

 (1) 日時 

   ２０１６年２月１５日（月）から２月１６日（火）まで 

   ※予備日 ２０１６年２月２９日（月）から３月１日（火）まで 

 (2) 内容 

  ア 国土交通省の災害支援物資海上輸送演習 

    関西地域（大阪港）から首都地域（東扇島：川崎市川崎区）へ災害支援物資の海上輸送を行いま

す。その後、東扇島からたまプラーザ テラス内にある物資集配拠点「プラーザホール by iTSCOM」

へ物資を輸送します。 

  イ 物資輸送拠点から避難所までの輸送演習【青葉区と東急グループの独自検証】 

    物資集配拠点では、物資の管理から避難所への輸送まで一括して東急グループが行います。避難

所への物資輸送は、青葉区の要請に基づき実施するため、物資の受け入れ手順を確認する情報受伝

達訓練も併せて実施します。この演習は、災害時に物資集配拠点から避難所までの物資到達が難し

くなる問題に対し、商業施設や宅配サービス等の生活に密着した企業の資源やノウハウを活用して、

災害支援物資を避難所まで運ぶ先進的な官民連携の検証となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１６年２月１２日 
青 葉 区 総 務 課 
東京急行電鉄株式会社 

連携 
（物資調整） 

情報収集 

避難所 

たまプラーザテラス 

（プラーザホール byiTSCOM） 

海上輸送 
青葉区 

≪演習イメージ≫ 

～災害支援物資輸送訓練＆「防災パーク in たまプラーザ」を開催！～ 

裏面有 

青葉区と東急グループが連携して、 
新たな災害支援物資輸送の仕組みを検証します！ 
 

配送指示 

東急グループは、東京急行電鉄、東急ファシリティサービス、イッツ・コミュニケーションズ、たまプラ
ーザ テラス（運営：東急モールズデベロップメント）が演習に参加します。演習を通じて、東急線沿線の
災害支援物資に関する社会貢献の在り方を検証します。 
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※道路状況などにより時間が遅れる場合があります 



 

２ 防災イベント「防災パーク in たまプラーザ」（別紙） 

災害支援物資輸送演習に合わせて、「つなぐ～つたえる～わかちあう」をテーマとした防災イベント

を開催します。実際に演習で輸送した災害支援物資の炊き出し訓練を実施し、参加者に試食していただ

くなど、子どもから大人までおいしく楽しく学んでいただけるイベント内容となっています。 

 (1) イベント名称 

   東急グループ・青葉区連携 「防災パーク in たまプラーザ」 

 (2) 開催日時 

   ２０１６年２月１７日（水）午前１０時３０分から午後２時まで 

 (3) 場所 

   たまプラーザ テラス ゲートプラザ 

 (4) イベント内容 

  ア 炊出し訓練 

    災害支援物資を活用して、暖かさを届ける炊出し訓練 

イ 支援物資配布訓練 

  ウ 防災大道芸 

    ～紙芝居などで楽しみながら防災を学びましょう～ 

  エ 青葉消防署・青葉警察署・イッツコム・東急スポーツシステム 

協力によるイベント 

  オ 防災グッズ販売・耐震相談・家具転倒防止相談コーナー 

 

３ 国土交通省の演習趣旨 

  首都直下地震が発生したという想定の下、大量の物資を輸送できる海上輸送ルートの確保に向けて、

２月１５日（月）から２月１６日（火）にかけて、被災を免れた関西地域から被災地である首都地域へ

実際に災害支援物資の海上輸送を行い、海上交通を活用した災害支援物資運搬に係る実動性の検証を行

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙 

 

 

 


